
ブロック 都道府県 市町村

北海道 北海道 札幌市・大通地区
大通地区まちづくり協議会 大通地区のエリアマネジメント推進

7

北海道 北海道
伊達市、洞爺湖町、壮瞥
町、豊浦町

NPO法人　環境防災総合政
策研究機構

洞爺湖周辺地域エコミュージアム構想における
官民協働型運営に向けた人材育成事業 11

北海道 北海道
網走市 （地区：南、八坂、
稲富、二見ケ岡、ほか農
村部） 、置戸町、斜里町

あばしり元気再生エミュープ
ロジェクト推進協議会

『笑友（エミュー）』で再生！あばしり元気プロジェ
クト～地域内循環型ビジネスの実証研究～ 30

北海道 北海道 室蘭市
国立大学法人室蘭工業大
学

船が生まれ変わるまち室蘭プロジェクト
15

北海道 北海道
新得町、鹿追町、清水
町、上士幌町、士幌町、
芽室町、音更町、帯広市

特定非営利活動法人　コ
ミュニティシンクタンクあうる
ず

とかちロングトレイルによる農業・商業・工業の活
性化 15

北海道 北海道 恵庭市
恵庭市 「恵庭型プレイセンター」社会実験プロジェクト

15

北海道 北海道 幌延町・天塩町・遠別町
てんぽく活性化協議会 「てんぽくツーリズム・ブランドの確立」にむけた

基礎調査と社会実験 28

北海道 北海道 士別市
サフォークランド士別プロ
ジェクト

士別羊のブランド化への挑戦～士別羊を松阪牛
や神戸牛を上回るブランド肉に～ 26

北海道 北海道

稚内市、豊富町、猿払
村、利尻町、利尻富士
町、礼文町、七飯町、鹿
部町、森町、八雲町、函
館市、北斗市

有限責任中間法人　シー
ニックバイウェイ支援セン
ター

外国人ドライブ観光の総合支援プロジェクト

22

東北圏 青森県 大鰐町
特定非営利活動法人ＮＰＯ
推進青森会議

パートナーシップで進める“小さな希望”創出育
成事業 17

東北圏 青森県

弘前市・五所川原市・つ
がる市・平川市・大鰐町・
西津軽・中津軽・北津軽と
大館市・能代市・北秋田
市・八峰町・藤里町・三種
町

白神ブランド化と都市商店
街との交流推進協議会

白神ブランド化と首都圏商店街活性化をブリッジ
するプロジェクト

14

東北圏 岩手県
盛岡市（中心市街地エリ
ア）

MORIOKA3rings合同会社 盛岡土産土法プロジェクト～郷土の財産を活か
した新しい価値の創造～ 25

東北圏 岩手県 軽米町
軽米町 　｢わ かるまい｣　雑穀の桃源郷づくりプロジェクト

14

東北圏 岩手県 二戸市
岩手県二戸市 「浄法寺漆」による地域再生プロジェクト～国産

漆最大の産地が挑む元気再生～ 27

東北圏 岩手県
大船渡市、陸前高田市、
住田町

「三陸の食卓おすそわけ」実
行委員会

奇跡の海「三陸」浜の町再生プロジェクト
21

東北圏 宮城県 登米市
東北圏地域づくりコンソーシ
アム推進協議会

「東北圏地域づくりコンソーシアム」社会実験プロ
ジェクト 21

東北圏 宮城県 仙台市（青葉区）
東北大学、仙台商工会議所 自然と都市が共生する学都仙台再編プログラム

20

東北圏 秋田県 鹿角市、小坂町、大館市
北部エコタウン地域環境産
業観光推進協議会

産業遺産・環境産業観光プロジェクト
17

東北圏 山形県 大蔵村肘折地区
肘折温泉地域協議会 東北芸術工科大学との連携による地域と観光産

業活性化プロジェクト 8

東北圏 山形県
鶴岡市朝日地区、鶴岡市
温海地区及び鶴岡市中
心市街地など

つるおか森のキャンパス推
進協議会

つるおか森のキャンパス元気プロジェクト
23

東北圏 山形県 上山市
上山市温泉保養地まちづく
り協議会

アスリートヴィレッジと市民活動の融合による滞
在型快適温泉地環境プロジェクト 18

東北圏 福島県 喜多方市
喜多方蔵のまちづくり協議
会

日本一の蔵再生によるまちおこし
30

東北圏 福島県 二本松市岳温泉
岳温泉旅館協同組合 岳温泉日本一の健康保養温泉地創造事業

24

東北圏 福島県 西会津町
NPO西会津地域活動支援セ
ンター

『健康万歳！！田舎・暮らしの知恵袋と健康ミネ
ラル野菜・ＩＣＴの共鳴』 15

東北圏 福島県 桑折町
桑折地区歩いて楽しめる地
域づくり懇談会

街道を活かした桑折のまちづくり実践調査～歩
いて楽しむために～ 21

東北圏 新潟県
南魚沼市旧大和町地域
（魚野川・水無川流域）の
一部

ＮＰＯ法人野外教育学修セ
ンター 魚沼伝習館

地域資源と現有する社会資本（外国人力）を活
かしたまちづくり 14

東北圏 新潟県
小千谷市上片貝地区・川
口町田麦山地区・川口町
木沢地区

特定非営利活動法人おぢや
元気プロジェクト

里山再生よりみち大学
12

東北圏 新潟県
長岡市小国町法末集落
地域

ＮＰＯ法人日本都市計画家
協会

いつまでも住み続ける法末拡大コミュニティ展開
プロジェクト（震災復興から元気再生へ） 10

首都圏 茨城県 利根川下流域市町村
利根川舟運・地域づくり協議
会

利根川舟運による地域活性化事業
26

「地方の元気再生事業」選定結果
経費概算
（百万円）

対象地域
調査名提案団体名



ブロック 都道府県 市町村
提案団体名

経費概算
（百万円）

対象地域
調査名

首都圏 茨城県

水戸市、北茨城市、高萩
市、日立市、ひたちなか
市、大子町、常陸太田
市、常陸大宮市、東海
村、那珂市

特定非営利活動法人　茨城
の暮らしと景観を考える会

地域発案型映画づくりを起爆剤とした活性化事
業の実験的試み

24

首都圏 茨城県 つくば市
茨城県つくば市 人のあたたかさとIT技術の情報で、人・街・駅・交

通を活性化させるセンターづくり 16

首都圏 栃木県
日光市、福島県南会津
町、下郷町、会津若松市

栃木県日光市、福島県南会
津町、下郷町、会津若松市

日光～会津観光軸元気再生プロジェクト
10

首都圏 栃木県
那須塩原市
大田原市

那須野ヶ原土地改良区連合 １０００年の森を育み、エネルギーと食を自給す
る地域の環境と経済循環可能性調査 13

首都圏 群馬県

伊香保温泉（渋川市伊香
保町）、四万温泉（中之条
町）、草津温泉（草津町）、
月夜野／上牧温泉（みな
かみ町）

“上州力”まるごと活用誘
客・地域元気プロジェクト推
進協議会

“上州力”まるごと活用誘客・地域元気プロジェク
ト

21

首都圏 群馬県 桐生市

NPO法人桐生地域情報ネッ
トワーク

地域人材ネットワークの醸成と通放融合による
新たな地域メディアを用いた地域型広告ビジネ
ス市場の開拓事業

19

首都圏 群馬県
前橋市を中心とした周辺
地域

前橋商工会議所 「まえばし健康医療都市構想」実現化プロジェク
ト 22

首都圏 群馬県
高崎市・中心市街地活性
化基本計画（案）における
中心市街地

高崎元気再生推進協議会 高度複合集積都市実現及び新産業インキュベー
タ構築による商業活性化・都市型知的産業育成
のための営み支援・人材育成

21

首都圏 埼玉県 秩父市
ちちぶ夢創りおもてなし協議
会

ふるさと秩父の創造　　四季を彩る　おもてなし
のまちづくり 15

首都圏 埼玉県 戸田市
埼玉県戸田市 戸田オリンピックボートコースの水質浄化を目指

して 7

首都圏 埼玉県 川口市西川口駅周辺
川口商工会議所 西川口・安全で明るい街への再生～性風俗の街

からの脱却～ 18

首都圏 千葉県 千葉県

千葉県 千葉の里山・森プロジェクト～企業・県民・ＮＰＯ・
行政等の新たな協働による里山循環システムの
再構築～

15

首都圏 千葉県
館山市・鋸南町・南房総
市・鴨川市

たてやま・コミュニティビジネ
ス研究会

館山港を核とした観光交流促進プロジェクト/新
たな「南房総ツーリズム」の創出～市民・ＮＰＯが
主体となった「地域経営プラットホーム」の創設
～

22

首都圏 千葉県
柏市大青田、船戸山高
野、伊勢原、みどり台、柏
の葉

柏の葉オンデマンド交通連
絡協議会

柏の葉地域の活性化を目的とした サービス指
向の公共交通体系の構築調査 22

首都圏 千葉県 南房総市
南房総”良い食”起業協議
会

元気がおいしい南房総　女性力を磨く”良い食”
起業家プロジェクト 21

首都圏 東京都 三宅村
三宅島人材受け入れ連携
協議会

「灰干しプロジェクト」の地域再生全国ネットワー
ク構築 20

首都圏 東京都 小諸市、千代田区

浅間山麓地域と東京駅周辺
地域のコラボレーションによ
る元気アップ事業実行委員
会

浅間山麓地域と東京駅周辺地域のコラボレー
ションによる元気アップ事業

18

首都圏 東京都
江戸川最下流の葛西・市
川地区、松戸市・葛飾区
柴又地区、春日部・杉戸
地域、境町・野田地区

江戸川「交流市」推進協議
会

江戸川“交流市”の実施と“江戸川交流促進事業
体”の立上げ 16

首都圏 神奈川県
横浜市中区初音町、黄金
町、日ノ出町

黄金町バザール実行委員
会

初黄・日ノ出町地区再生プロジェクト(黄金町バ
ザール) 28

首都圏 神奈川県 小田原市
小田原市 「小田原ブランド元気プロジェクト」～技と匠によ

る世界ブランドと小田笑手形で賑わいの創出～ 20

首都圏 神奈川県 茅ヶ崎市
茅ヶ崎市 ちがさき方式レンタサイクルを活用した元気まち

づくり事業 10

首都圏 山梨県 富士河口湖町
富士河口湖地域活性化推
進協議会

「富士山の世界遺産」官民協働広域連携事業
25

首都圏 山梨県 小菅村

小菅村 「源流元気ラボ」の構築による源流再生プロジェ
クト－流域における多様なセクターの連携による
地域再生－

25

北陸圏・
中部圏 富山県 高岡市

財団法人高岡地域地場産
業センター

文化財・大型モニュメント等修理メンテナンス産
業創出支援事業 9

北陸圏・
中部圏 石川県 加賀市、小松市

加賀商工会議所 白山眺望と花の「風景街道」美しき湯けむりのま
ちづくりプロジェクト 11

北陸圏・
中部圏 石川県 珠洲市

珠洲市地域公共交通活性
協議会

過疎地域を公共交通でひとつにするプロジェクト
13



ブロック 都道府県 市町村
提案団体名

経費概算
（百万円）

対象地域
調査名

北陸圏・
中部圏 石川県

金沢市（ツアー連携地域
として他に加賀市・七尾
市）

The Real Japanいしかわプ
ロジェクト推進協議会

海外富裕層誘客推進事業（The Real Japan
Ishikawa Project） 30

北陸圏・
中部圏 福井県 鯖江市

「めがねのまち鯖江」元気再
生協議会

魅力と活気あふれる「めがねのまち鯖江」元気
再生事業 33

北陸圏・
中部圏 長野県 白馬村

白馬村 「住んでよし、訪れてよし」観光客と住民が共存
するむら『HAKUBA』 12

北陸圏・
中部圏 長野県 木曽町

おんたけ有機構想連絡協議
会

「おんたけ有機構想による、「調和と循環の地域
再生」モデル事業」 11

北陸圏・
中部圏 長野県

諏訪市・茅野市・下諏訪
町

霧ヶ峰自然環境保全協議会 霧ヶ峰“彩り草原空間”構築プロジェクト（長野県
霧ヶ峰地域） 14

北陸圏・
中部圏 岐阜県 郡上市

郡上地域活性化協議会 「郡上　長良川源流域森と川の恵み　集落再生
実証事業」 23

北陸圏・
中部圏 岐阜県

高山市、下呂市、飛騨
市、白川村

ひだ林業・建設業森づくり協
議会

建設業の参入促進による林業改革モデルプロ
ジェクト 24

北陸圏・
中部圏 静岡県 東伊豆町

稲取温泉観光合同会社 こらっしぇ稲取大作戦！ローカルエリアプロモー
ション事業のビジネスモデル確立 9

北陸圏・
中部圏 静岡県 浜松市

二俣みがきの会 活力ある二俣再生プロジェクト
19

北陸圏・
中部圏 静岡県

川根本町及び島田市の
一部（旧川根町・旧金谷
町）

大井川観光連絡会 空港、高速道路の整備を生かした奥大井観光振
興プロジェクト 25

北陸圏・
中部圏 愛知県 東栄町

ゆいのまちづくり協議会 「ゆいのまちづくり戦略会議」
6

北陸圏・
中部圏

愛知県
愛知県 大府市、愛知県
知多郡 東浦町　（国立長
寿医療センター）

国立長寿医療センターを中
核にした地域活性化委員会

長寿医療の先進地を目指す地域在宅医療ネット
ワーク構築事業 22

北陸圏・
中部圏 愛知県

名古屋市都心部および愛
知県下の市町村

特定非営利活動法人エコデ
ザイン市民社会フォーラム

「朝からはじめるエコ＆へルシーライフで都市と
地方の元気再生」 18

北陸圏・
中部圏

三重県 鳥羽市鳥羽港エリア

鳥羽元気再生事業推進協
議会

～伊勢志摩地域の歴史・文化資源を紡ぐ～国際
観光・海洋文化都市鳥羽の創造に向けて(海の
国再生事業)

29

北陸圏・
中部圏

三重県
尾鷲市、熊野市、大台
町、大紀町、南伊勢町、
紀北町、御浜町、紀宝町

南三重地域活性化事業推
進協議会

南三重地域活性化プロジェクト
22

近畿圏 滋賀県 大津市
学校法人龍谷大学 子育てママが生き生き働くまちづくりプロジェクト

13

近畿圏 滋賀県
湖東地区（日野町、東近
江市、多賀町、愛荘町、
彦根市）

湖東地域材循環システム協
議会

「kikidasプロジェクト　～木々を出す、地元から聞
き出す、そして森林の危機を脱する！～」 21

近畿圏 京都府 木津川市
木津川市地域公共交通総
合連携協議会

幻の都・恭仁京と名宝・加茂の三塔を活かした民
学官による観光まちづくり 23

近畿圏 京都府 綾部市
綾部市 「ふるさと振興事業」

24

近畿圏 大阪府 和泉市
和泉商工会議所 「和泉農業ヒト・モノ・カネ活用プロジェクト」

32

近畿圏 大阪府
大阪市（および最上川流
域酒田市、大石田町。見
附市、浜田市、笠岡市、
鹿児島市等）

特定非営利活動法人大阪
再生プラットフォーム

「大阪蔵屋敷ネットワーク」による北前船ルート地
域活性化ビジネスモデル構築 23

近畿圏 兵庫県 神戸市

特定非営利活動法人ウイズ
アス

ユニバーサルツーリズム事業の振興と障がい当
事者の一般就労機会の創出による地域活性化
プロジェクト

33

近畿圏 兵庫県
宍粟市・佐用町・三田市・
伊丹市

地域ＳＮＳによる地方の元気
再生モデル推進協議会

地域ＳＮＳを活用した都市－農山漁村間ヒト・モノ
交流システムによる元気再生モデル開発事業 9

近畿圏 奈良県 奈良市

ＮＰＯ法人　なら国際映画祭
実行委員会

日本の古都奈良が発信する「なら国際映画祭」
にともなう国際観光・地域産業の活性化と人材
育成

30

近畿圏 和歌山県 田辺市

田辺市ＡＴＡ推進協議会 「世界に開かれたＫＵＭＡＮＯをめざして」～外国
人向けＡＴＡ－Destination Management
Companyの設立

14

近畿圏 和歌山県 北山村
北山村元気再生推進協議
会

「「村ぶろ戦略 北山村」　～じゃばら・いかだ・飛
び地を活かした自立性の高いむらづくり～」 21

中国圏
鳥取県
島根県
岡山県

米子市、境港市、大山
町、伯耆町、南部町、琴
浦町、江府町、日吉津
村、松江市（美保関）、真
庭市（蒜山高原）

ＮＰＯ法人大山中海観光推
進機構

大山パークウェイを座標軸にした地域の魅力
アッププロジェクト

20

中国圏 鳥取県 鳥取市
鳥取市中心市街地活性化
協議会

鳥取駅前・賑わいのまちづくり実証事業
26



ブロック 都道府県 市町村
提案団体名

経費概算
（百万円）

対象地域
調査名

中国圏 島根県 隠岐の島町
緑のコンビナート実行委員
会

隠岐の里山・里海再生を核とした環境産業及び
定住・交流促進プロジェクト 20

中国圏 島根県 江津市
島根県江津市 産業人材の還流による「内発型企業立地システ

ム」の構築～ごうつモデル～ 12

中国圏 岡山県 総社市
ＮＰＯ法人　吉備野工房ちみ
ち

吉備野　古（いにしえ）ツーリズムプロジェクト
13

中国圏 岡山県
岡山市、備前市、瀬戸内
市、和気町

備前みどりのまほろば協議
会

おかやまさんさんエネルギー増殖プロジェクト
12

中国圏 広島県・島根県
北広島町を中心とした中
山間地域

北広島コミュニティ・ツーリズ
ム・エージェント協議会

「神楽」と「どぶろく」「荒廃耕地」など中山間地な
らではの地域資源を活用し北広島町に元気な世
代（アクティブシニア）が集まる集客交流サービ
ス事業の創出

13

中国圏 広島県 庄原市
庄原市里山文化・元気再生
事業ネットワーク協議会

庄原市民、ＮＰＯ、行政との協働による、「さとや
ま（里山）文化」を活かした元気再生事業 24

中国圏 広島県 広島市

有限会社ＳＯＨＯ 総研 「感性価値クリエイター」を核とした新商品創出プ
ロジェクトと次世代クリエイター育成プロジェクトと
の融合化による、「広島発」官民一体型の戦略
的地域モデル事業

25

中国圏 山口県 岩国市
いわくに元気づくり地域協議
会

相互物流と交流による中心市街地と中山間地域
の元気づくりプロジェクト 17

四国圏 徳島県 三好市・東祖谷地区

三好市東祖谷平家落人伝
説観光まちづくり実行委員
会

伝説が見える・伝わる、観光まちづくり─三好市
東祖谷の平家落人伝説と伝統文化・茅葺き集落
など多様な地域資源を、住民と来訪者がともに
磨き高め合う新しい歴史観光まちづくり事業

28

四国圏 徳島県
徳島市、鳴門市、北島
町、松茂町

ＮＰＯ法人
　　新町川を守る会

水辺に人が集まるまちづくり～吉野川を挟んだ
水際交流拡大プロジェクト～ 26

四国圏 香川県 高松市

１００万人のラブレタープロ
ジェクト推進協議会

「うどんの国から讃岐(さぬき)日和(びより)の国
へ」～高松から始まる１００万人のラブレター・プ
ロジェクト～

27

四国圏 愛媛県
宇和島市、松野町、鬼北
町、愛南町

宇和島圏域活性化協議会 宇和島圏域活性化トライプログラム推進事業
32

四国圏 高知県 室戸市
次世代の湯治場検討協議
会

次世代の湯治場　～　Every バーデ メタボクリ
ニック in 室戸　～ 12

四国圏 高知県 高知市
高知市 鏡川・天然アユ遡上　１００万尾－高知の元気再

生プロジェクト 17

四国圏 高知県 四万十市
四万十市・高知大学連携事
業推進会議

四万十川の資源を活かした環境ビジネスの創出
8

九州圏・
沖縄県 福岡県 宗像市

宗像市 アジアへの発信、宗像の宝　～観光を主体とし
た宗像産業振興プロジェクト～ 20

九州圏・
沖縄県

福岡県 田川市

公立大学法人福岡県立大
学

世界遺産をめざす旧産炭地・田川再生事業　－
産・官・民・学が協働する保養滞在型エコツーリ
ズムの実現－

29

九州圏・
沖縄県

福岡県 福岡市（東区・中央区・南
区）

ジェイアール九州コンサルタ
ンツ㈱『環境緑化を考える
会』事務局

元気ＵＰふくおか２００８　～学校まるごと緑花大
作戦～ 15

九州圏・
沖縄県 福岡県 大牟田市

大牟田市医工連携・地域雇
用創造推進協議会

産学官連携による福祉用具ものづくりの販路拡
大のためのビジネスモデル構築実証試験 28

九州圏・
沖縄県 佐賀県 有田町

有田町地域活性化協議会 「食」と「器」の地域づくり
23

九州圏・
沖縄県 佐賀県 唐津市

唐津みなとまちづくり懇話会 唐津の海辺の魅力を活かした観光振興事業
20

九州圏・
沖縄県 長崎県 壱岐市、対馬市

離島地域高度情報化協議
会

情報通信サービスを活用した離島地域の活性化
プロジェクト 30

九州圏・
沖縄県 長崎県 佐世保市

佐世保三ヶ町商店街振興組
合

「アメリカ in SASEBO」コミュニティ環境構築によ
る地域活性化 24

九州圏・
沖縄県 熊本県 八代市

熊本県いぐさ・畳表活性化
連絡協議会

日本のたたみ復活プロジェクト
18

九州圏・
沖縄県 熊本県 上益城郡山都町

国立大学法人熊本大学 リスクコミュニケーションとコミュニティバス活用に
よる限界集落の機能再生プロジェクト 26

九州圏・
沖縄県 大分県 別府市

別府市元気再生協議会 多様なNPOの連携による新しいスタイルの滞在
プログラムの創出事業 28

九州圏・
沖縄県 大分県 由布市由布院地域

由布院サステナブルツーリ
ズム協議会

由布院サステナブルツーリズムプロジェクト
25

九州圏・
沖縄県 宮崎県 綾町

食農と工芸と環境融合型の
町づくり推進協議会

「スローフード運動による食農と工芸と環境融合
型の町づくり推進」事業 16



ブロック 都道府県 市町村
提案団体名

経費概算
（百万円）

対象地域
調査名

九州圏・
沖縄県 宮崎県 宮崎市青島地区

特定非営利活動法人ｻﾝｼﾃｨ
宮崎

シニアタウン構想
リフレッシュライフin 青島プロジェクト 16

九州圏・
沖縄県

鹿児島県 指宿市
鹿児島県健康保養地域活
性化協議会

長寿の国　かごしま発「平成版　ＩＴ湯治」～～健
康な私を見つけ、もっと元気な私になる旅～～ 28

九州圏・
沖縄県

鹿児島県
鹿児島市いづろ・天文館
地区

中央地区商店街振興組合
連合会

「薩摩天まちまつり」　～鹿児島の資源発掘・発
見～　調査 30

九州圏・
沖縄県

鹿児島県 南さつま市
鹿児島県南さつま市 海と大地の資源を活用した産業創生モデル事業

10

九州圏・
沖縄県 沖縄県 国頭村全域

やんばる国頭の森を守り活
かす連絡協議会

「命薬の里」親やんばる国頭の資源活用に係る
方策検討調査 32

九州圏・
沖縄県 沖縄県 島尻郡伊是名村全域

ＮＰＯ法人　島の風 環境に配慮した持続可能な観光の推進およびコ
ミュニティ・ビジネス構築事業 7

九州圏・
沖縄県 沖縄県 うるま市

沖縄県うるま市 うるま市合併再生プロジェクト
30

九州圏・
沖縄県 沖縄県 久米島町

久米島摂食嚥下障害対応
連携協議会

摂食嚥下障害を持つ要介護者対応の観光・福祉
連携事業 28

九州圏・
沖縄県 沖縄県

沖縄県与那国町（および
周辺海域）

沖縄県与那国町 ‘国境のまち’再生／与那国島の国境交流推進
事業 50



「浄法寺漆」による地域再生プロジェクト「浄法寺漆」による地域再生プロジェクト
～国産漆最大の産地が挑む元気再生～～国産漆最大の産地が挑む元気再生～ （岩手県二戸市（岩手県二戸市））

上質ではあるが、知名度の低い「浄法寺漆」のブランド力強化・確立を図るため、文
化財建造物所有者・料亭・工芸家等を対象とした情報発信・営業活動等による販路
拡大を進めるとともに、漆の原木調査・漆掻き人材育成により、ブランドを支える安定
的な供給体制を確立する。

① 文化財建造物所有者や料亭等をターゲットにして
販路拡大を目指すための展示会・マーケティング
調査等の実施。

② 計画的な植林の推進と保育のため、漆原木の分
布状況の調査や市民参加型の植樹祭の開催。

③ 後継者の育成、定住促進を図るため、漆関連産
業就労プログラムを策定。

平成２０年度の主な取組

漆の森保全活動に向けた基金の造成や定住促進体制の整備に加え、国内外への情報発信等
による新たな観光ルートの開発等、生産量の増加と販路拡大による雇用の確保、「漆の里」とし
ての交流人口の拡大を実現する。

平成２１年度以降の展開

漆掻き（枝掻き） 浄法寺漆を活用した文化財修復

浄法寺塗
漆原木

「地方の元気再生事業」選定事例

『『笑友（エミュー）笑友（エミュー）』』で再生！あばしり元気プロジェクトで再生！あばしり元気プロジェクト
～地域内循環型ビジネスの実証研究～～地域内循環型ビジネスの実証研究～ （北海道網走市、置戸町、斜里町（北海道網走市、置戸町、斜里町））

↑エミュー

厳しい地域経済状況の中、低カロリー食肉や保湿性のあるオイル等の事業化が見込
めるエミューを新しい地域資源として活用するため、飼育実証実験等を通じて生産から
加工・販売まで一貫して行い、地域内で付加価値を最大限に高めるビジネスモデルの確
立を目指す。

↑

エミューオイルを
活用した肌クリーム

平成２０年度の主な取組

① 簡易牧場を設置し、飼育実証実験（新規エ
ミュー飼育者の育成・適正な孵化条件確
立）の実施。

② エミュー製品（オイル、肉等）の加工・製造
技術確立のための試験や消費者市場マー
ケティング調査の実施。

平成２１年度以降の展開

孵化技術を更に高めるための飼育実証実験を実施するとともに、エミュー製品加工・製造技術指
導マニュアルを作成し技術者を育成することや、サテライトショップを通じた販売促進、料理店での
試験的な調理、販売等により販路の拡大・確立を図る。将来的には観光産業としての発展も視野。



建設業の参入促進による林業改革モデルプロジェクト建設業の参入促進による林業改革モデルプロジェクト

（（岐阜県・岐阜県・高山市、下呂市、飛騨市、白川村高山市、下呂市、飛騨市、白川村 ））

担い手が不足している林業と、新規市場の開拓を模索する建設業が、ノウハウ、技術、
機械を相互補完し、植林・育林等の環境保全と、地場産木材の安定供給等経済活動を
両立させ、持続可能な林業経営システムの確立と雇用の確保を図る。

平成２０年度の主な取組

① 林業・建設業の経営者を対象に、林業経
営の意識改革を図る勉強会を開催し参入
を促進。また、機械化した新たな林業に必
要な技術を修得させる。

② 林業・建設業協働チームにより、路網整備
から市場出荷までの生産工程を試行し、
経営として成り立つ生産システムを確立さ
せる。

平成２１年度以降の展開

経営に必要な知識や、新たな技術の研修を恒常化し、林業・建設業協働の生産システムの高度
化と拡大を通じ、「健全で豊かな森林づくり」と地域の活性化を達成する。

建設機械を活用した
林業の展開スイングヤーダ

作業道

プロセッサ

フォワーダ

林道

木材市場

「灰干しプロジェクト」の地域再生全国ネットワーク構築「灰干しプロジェクト」の地域再生全国ネットワーク構築 （（東京都三宅村東京都三宅村））

平成２０年度の主な取組

① 三宅島の火山灰・礫を石材加工業を有す
る笠岡諸島で灰干し用火山灰に加工し、
３島に分配して各地の未利用鮮魚を活用
した灰干し商品化ネットワークを試行。

② 製造販売共働の事業組合ＬＬＰを設立し、
全国販売のための受発注システムの稼
働実験を実施。

三宅島の未利用資源（火山灰・豊富な未利用魚種）に着目し、保存の利く高付加価値
製品「灰干し」として商品化するとともに、全国への販売ルートを開拓。この過程で離島
の生産ネットワークを構築し、消費地からの遠距離等の条件不利を克服する地域連携
ビジネスモデルを確立する。

平成２１年度以降の展開

平成２０年度に設立する「ＬＬＰ地域再生ネットワーク」を本格稼働させ、他の離島や僻地との連
携を拡大し（平成２１年度は１５島・地域に拡大）、地域資源を活かした商品化の拡充を図るととも
に、本ネットワークの流通ルートを活用した販売を推進する。

日本海
（山形）飛島瀬戸内海

（岡山）笠岡諸島

太平洋
（東京）三宅島灰干しの生産

ネットワーク
の構築

灰干しの生産
ネットワーク
の構築

『灰干し』



おかやまさんさんエネルギー増殖プロジェクトおかやまさんさんエネルギー増殖プロジェクト
（（岡山岡山県県備前市、岡山市、瀬戸内市、和気町備前市、岡山市、瀬戸内市、和気町））

全国有数の日照条件を誇る「晴れの国岡山」の特徴を活かし、太陽光や木質ペレット等
の地域の自然エネルギー（地産エネルギー）の家庭や企業での利用を促進するとともに、
地域ぐるみで地産エネルギー関連産業の振興を図り、エネルギー地産地消型社会を実
現する。

平成２０年度の主な取組

① 市民向けの地産エネルギー設備お試し
貸出や省エネルギー導入相談などを行
うとともに、市民自らが地産エネルギー
の活用に主体的に取り組む「おかやまさ
んさんエネルギークラブ」を結成する。

② 地産グリーン電力証書付き産品の開発・
販売促進等により、地産エネルギーによ
る産業振興や域内経済循環を図る。

平成２１年度以降の展開

市民主体のクラブを家庭から事業所にも広げエネルギーの地消を進め、地域の自然エネルギー
に関連する企業等との連携による地産エネルギーの産業化を推進することで、岡山県東南部にお
ける地産エネルギー産業クラスターの形成を推進する。

地産地消エネルギー
産業の活性化

地産エネルギー
の積極活用、

省エネルギーを支援

地域産業での利用
（グリーン電力証書）

地域の自然エネルギー
資源への気づきを促す・
使い方の発見を提供

おかやまさんさんエネルギー
普及の流れ

地産地消エネルギー
産業の活性化

地産エネルギー
の積極活用、

省エネルギーを支援

地域産業での利用
（グリーン電力証書）

地域の自然エネルギー
資源への気づきを促す・
使い方の発見を提供

おかやまさんさんエネルギー
普及の流れ

「「ふるさと振興事業」ふるさと振興事業」 （（京都府綾部市京都府綾部市））

過疎・高齢化により地域活動などの維持・存続が厳しい集落で、潜在的な綾部ファン掘
り起こしのための積極的な体験交流事業、定住希望者が安心して暮らしていくための自
律的経済基盤づくりと官民一体となった生活サポート体制など、定住・交流人口の持続
的拡大につながる総合的なパッケージプランの提供により、集落の再生を図る。

平成２０年度の主な取組

① 綾部ファン発掘の為の農村都市交流イベント、
田舎暮らし体験ツアー等の実施

② マツタケ・薪等特産品の再生に向けた研究、生
産拡大、ブランド化等による自立的な経済基
盤の強化

③ 定住サポート窓口の開設、定住サポート隊の
編成、空き家見学ツアーの実施等による定住
人口拡大の支援

平成２１年度以降の展開
各取組に対する活動推進により、集落の再生と自立を促すとともに、持続可能な集落づくりを実現
する。あわせて、先行地域での成功事例を市内の農村部全域に拡大し、農村集落再生のモデル
プランの実践と定着を実現する。

入母屋づくりの
民家と清流

（古屋の集落）

交流イベント『茶つみ体験』

（里山ねっとHPより）



伝説が見える・伝わる、観光まちづくり─伝説が見える・伝わる、観光まちづくり─ 三好市東祖谷の平家落人伝説と伝統文化・茅葺き集落三好市東祖谷の平家落人伝説と伝統文化・茅葺き集落

など多様な地域資源を、住民と来訪者がともに磨き高め合う新しい歴史観光まちづくり事業など多様な地域資源を、住民と来訪者がともに磨き高め合う新しい歴史観光まちづくり事業 （徳島県三好市（徳島県三好市））

平成２０年度の主な取組

①祖谷の文化に深く触れ、本物志向の滞在観光客
を満足させられる体験プログラムの開発。

②山村集落の特徴ある豊かな食を満喫できる地産
地消古民家レストランの企画・試行。

③古民家利活用計画策定（滞在施設化に向けた
実態調査、萱葺屋根葺替のための人材育成）。

④点在する資源を結ぶ交通アクセスの実証実験。

過疎・高齢化に直面する山村集落の茅葺古民家や秘境の食材、歴史・文化などを地
域資源として捉え直し、日本文化に関心の高い内外の潜在的来訪者に伝統的な田舎
暮らしのライフスタイルそのものを提供する新たな山村滞在型観光モデルを構築する。

平成２１年度以降の展開

２０年度の成果を基に、関係者により滞在型観光の運営を行う「東祖谷観光まちづくり株式会社
（仮称）」の設立を図り、美しい山村での暮らしを体験できる茅葺古民家の宿泊・滞在施設としての
整備を進める他、体験観光プログラムの開発、交通アクセスの改善、人材育成などを継続する。

東祖谷地域の茅葺古民家

長寿の国長寿の国 かごしま発「平成版かごしま発「平成版 ＩＴ湯治」ＩＴ湯治」
～～健康な私を見つけ、もっと元気な私になる旅～～～～健康な私を見つけ、もっと元気な私になる旅～～ （鹿児島県指宿市（鹿児島県指宿市））

平成２０年度の主な取組

① ＩＣＴを活用して保養滞在者の身体情報の
蓄積、情報のフィードバック・アドバイスを
双方向に行う「平成版ＩＴ湯治」システムを
構築。

② 指宿市において「平成版ＩＴ湯治」システム
を用いた実証実験を行い、生体情報を収
集し、その特性・効果を評価。

地元の食材を生かした低カロリー食、ウォーキング、砂むし入浴等を組み合わせた滞
在プログラムを提供するとともに、身体状況計測機器・ICTを活用して滞在者の健康状
態を計測し即時的に食事・運動のアドバイスなどを行う「平成版 ＩＴ湯治」の商品化を進
め、健康保養滞在型の観光地づくりを進める。

平成２１年度以降の展開

システムの信頼性を高めるとともに、健康発見型地域宿泊商品としての販売を進める。また、指
宿市の「菜の花マラソン」や砂むし等と併せた健康保養滞在型の観光地づくりを進める。さらに、
「平成版ＩＴ湯治」を県内、九州、全国へと拡げ、健康づくりのネットワークを国内に作り上げる。

砂むし入浴

身体データ計測、アドバイス



平成２０年度地方の元気再生事業 選定総括コメント 

 

地域活性化戦略チーム座長 月尾 嘉男 

 

 

（１） 選定件数について 

取組の実施効果発現の可能性の高い提案を厳選し集中的に支援するという観点から

全国で１００件程度の採択を想定し選定作業を進めたが、提案数が１，１８６件と多く、

また選定基準に照らしても優れた取組提案が多かったため、地方の元気再生事業の予算

規模にほぼ対応した１２０件が選定案件とされたものである。 

 

（２）選定案件の特色について 

 地域活性化には「地域成長力強化」が不可欠であり、地域の活力の源となりうる農林

水産業や地域産業、観光交流等の分野の選定案件は、全体の６割に及んでいる。 

 また、農山漁村や基礎的条件の厳しい集落での選定案件が全体の６割を占める。都市

における選定案件については、都市と地方が食・安全等で広域的な交流を図りながら「地

方と都市がともに支え合う」取組例が多く含まれている。 

 

（３）選定された案件の今後の扱いについて 

 いずれも選りすぐられた提案であり、これらの実施により地域の実情に応じた自立的

な取組に道筋がつけられることを強く期待するものである。事業の実施にあたっては、

担当省庁による実施の支援・実施内容の確認とともに、地域活性化戦略チームとしての

地域活性化に対する評価を実施することとしたい。 

 一方で、今回選に漏れた提案の中には、見るべき取組、支援すべき事項が多く含まれ

ている。各ブロックの連絡会議等において来年度の地方の元気再生事業に向け応募提案

のさらなる改善への支援を行うとともに、国等の既存の支援施策による実現にも期待す

るところである。 



参考 選定に至るまでの経緯 

 

（１）応募状況 

 地方再生の取組を進める上で鍵となるプロジェクトの立ち上がり段階からソフト分野

を中心に集中的に支援を行う地方の元気再生事業は、５月１日から１６日までの募集期

間中に１，１８６件、総額約２３０億円の応募があった。 

 北海道稚内市から沖縄県与那国町まで全国様々な地域から応募されており、応募主体

についてもＮＰＯ等の民間法人が４５％、地方公共団体が２２％、官民連携の協議会が

３３％と地域活性化に取組む多様な主体から提案されている。 

 

（２）提案の概要 

 1,186件の提案を、①～⑨の九つの分野に分類し、その傾向や特徴を整理した。なお、

提案に際しては複合的な取組を目指すことを募集要領に示しており、複数の分野に関連

する取組が数多く存在するが、ここでは主たる実施分野により分類整理したものである。 

①「生活者の暮らし 地域医療、安心・安全な暮らし」８６件 

 生活を支える大切な手段である地域医療、治安確保や災害対策に関する提案がなされ

ている。高齢者が高度医療に過度に頼らず地域で生活していくための提案や、ユニバー

サルデザイン等による障害者の生活支援、震災被災地での生活復興に関する提案が含ま

れていることが特徴である。 

②「生活者の暮らし 地域交通・情報通信」８５件 

 地域の移動手段の確保に関する提案、ICT を活用した地域活性化に関する提案がなさ

れている。 

③「生活者の暮らし 環境」７４件 

 地球環境・温暖化対策に関する提案から、自然環境、生活環境、地域の景観に関する

ものまで多岐にわたる提案がなされている。 

④「産業 地域産業・イノベーション・農商工連携」２１９件 

 地域産業の活性化、活用により地方の元気再生を目指す取組の提案がなされている。

特に地域ならではの産品や技術を活用した提案に見るべきものが多い。 

⑤「産業 農・林・水産業の再生等」１０１件 

 農山漁村や基礎的条件の厳しい集落における主要産業である農業、畜産、漁業、林業

に関する取組が提案されている。 

⑥「交流 観光・二地域居住」３４０件 

 九つの施策分野の中でもっとも多くの提案がされている分野であり、地域の資源を活

用した各種の取組が提案されている。古くから有名な温泉観光地等で観光客減少が顕著

であり、これらに対応する積極的な取組が提案されていることは評価できる。 

⑦「地域的課題 雇用・教育」６４件 

 提案総数64件と一番規模の小さい分野であるが、子育て世代の女性に対する支援、過

疎地での雇用対策等困難な課題に取組む提案がなされている。 

⑧「地域的課題 都市機能」１０４件 

 中心市街地の商機能や住機能の改善による活性化の提案に加え、産学連携や新産業育

成などの新しい都市機能に関する提案がなされている。 



⑨「地域的課題 地域コミュニティ・集落のあり方」１１３件 

 大都市の中心部から過疎地の中山間地域まで、様々な側面での地域コミュニティの創

造、再生に関する取組が提案されている。 

 

（３）選定の方法 

 全国八つのブロック毎に地域の民間有識者、国の地方支分部局、都道府県及び政令指

定都市で構成する連絡会議を開催し、応募案件に関する意見聴取を行った。そこでの意

見を踏まえ、九つの施策類型毎に提案内容の比較評価を実施し、選定案件が絞り込まれ

た。 

 提案内容の評価においては、応募要領で「取組の目指すべき方向性」として示した六

つの方向性を柱とし、以下のような判断基準の下で選定作業が行われた。 

① 複合性 

 地域活性化に向けた複数の取組が行われ、かつ、それら取組が相互に関連し、互いに

連携して取組の効果が発現するものを評価する。 

② 先導性・モデル性 

 他に前例のない先進的な発想や手法を用いる取組が含まれるもの、及び、他の地域の

参考となり得るモデル性があるものを評価する。なお、農山漁村及び基礎的条件の厳し

い集落における取組については、地域の特殊性に鑑み、たとえ全国的には前例があった

としても当該地域で前例がなく先導性が認められるものは評価する。 

③ 持続性 

一過性の取組に終わることなく、経費や運用面等で、地方の元気再生事業実施後も本

格的な展開に向けて、様々な地域の担い手の連携のもとで継続・発展させ実施していく

ための内容や体制等が明確なものを評価する。 

④ 波及効果・相乗効果 

当該取組の効果が地域に波及し、又は、他の取組に相乗効果をもたらす等の効果を有

するものを評価する。なお、大都市圏の場合には、農山漁村等他の地域まで波及効果・

相乗効果が及ぶ等のものを評価する。 

⑤ 主体的な取組 

地域の関係者が各々明確な役割分担の下、自ら判断し自ら実行する体制ができている

ものを評価する。 

⑥ 計画性ある取組 

平成２１年度以降も含めた地域活性化の全体構想が明確かつ具体的であり、かつ、今

年度の取組内容が現状の課題やこれまでの活動の反省を踏まえたものである等、その構

想の実現に向けて整合的であり、目標達成に向けて具体的かつ計画性がある取組である

ものを評価する。 

 

 以上のような評価基準の下で、高い評価を得た１７０件程度の提案を対象として、地

域活性化戦略チームの委員の専門分野を考慮し九つの施策類型毎に二名の委員から意見

を伺う形で選定案件の絞り込みが行われた。この絞り込みでは、上記の方向性毎の評価

を参考とするとともに、同程度の評価の場合には持続性ある取組を重視することとし、

最終的に１２０件が選定案件となった。 



《参考資料》 

 

１．応募状況 

 

【ブロック別応募総数・要望額】 

ブロック 都道府

県数 

件数 要望額 

(百万円) 

北海道 １ 91 1,800 

東北 ７ 182 3,700 

首都圏 ８ 215 4,300 

北陸・中部 ８ 190 3,200 

近畿 ６ 128 2,500 

中国 ５ 115 1,800 

四国 ４ 63 1,100 

九州・沖縄 ８ 202 4,400 

 

【地域類型別応募総数・割合】 

都市 645 件（約 54%）

農山漁村 449 件（約 38%）

基礎的条件の厳しい集落 92 件（約 8%）

 

【施策類型別応募総数・割合】 

 

【主体別応募総数・割合】 

NPO 等の民間法人 534 件（約 45%）

地方公共団体 257 件（約 22%）

官民連携協議会 395 件（約 33%）

 

 

 

２．選定状況 

 

【ブロック別選定総数・経費概算額】 

ブロック 都道府

県数 

件

数 

概算額

(百万円)

北海道 １ 9 169 

東北 ７ 19 351 

首都圏 ８ 24 454 

北陸・中部 ８ 18 330 

近畿 ６ 11 243 

中国 ５ 10 182 

四国 ４ 7 150 

九州・沖縄 ８ 22 533 

 

【地域類型別選定総数・割合】 

都市 48 件（約 40%）

農山漁村 54 件（約 45%）

基礎的条件の厳しい集落 18 件（約 15%）

 

【施策類型別選定総数・割合】 

 

【主体別選定総数・割合】 

NPO 等の民間法人 37 件（約 31%）

地方公共団体 23 件（約 19%）

官民連携協議会 60 件（約 50%）

 

①地域医療、安心・安

全な暮らし 

86 件（約 7%）

②地域交通・情報通信 85 件（約 7%）

③環境 74 件（約 6%）

④地域産業・ｲﾉﾍﾞｰｼｮ

ﾝ・農商工連携 

219 件（約 18%）

⑤農・林・水産業の再

生等 

101 件（約 9%）

⑥観光・二地域居住 340 件（約 29%）

⑦雇用・教育 64 件（約 5%）

⑧都市機能 104 件（約 9%）

⑨地域ｺﾐｭﾆﾃｨ・集落の

あり方 

113 件（約 10%）

①地域医療、安心・安

全な暮らし 

10 件（約 8%）

②地域交通・情報通信 8 件（約 7%） 

③環境 8 件（約 7%） 

④地域産業・ｲﾉﾍﾞｰｼｮ

ﾝ・農商工連携 

23 件（約 19%）

⑤農・林・水産業の再

生等 

9 件（約 8%） 

⑥観光・二地域居住 42 件（約 35%）

⑦雇用・教育 2 件（約 2%） 

⑧都市機能 9 件（約 8%） 

⑨地域ｺﾐｭﾆﾃｨ・集落の

あり方 

9 件（約 8%） 




